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Today’s Japan 
～ Volunteering ～ 

 

On January 17, 1995, a magnitude 7.3 earthquake measuring 7 
on Japan’s intensity scale hit southern Hyogo Prefecture and 
Awajishima, leaving 6,434 dead and some 44,000 injured. This 
Great Hanshin-Awaji Earthquake generated an unprecedented 
number of volunteers who rushed to the region from throughout 
Japan to offer their help. Their activities thereafter prompted a 
widespread review of disaster volunteering, so that 1995 came to 
be called “the first year of volunteerism in Japan,” and January 
17 was declared a national Disaster Prevention and Volunteerism 
Day. 

Memorial ceremonies to commemorate the anniversary of the 
Great Hanshin-Awaji Earthquake have been held each January 
17 in and around Hyogo, but this year, which marked the 17th 
year of the earthquake, the significance of disaster prevention 
and volunteerism was felt more strongly than ever due to the 
occurrence of the Great East Japan Earthquake last year. 

In the wake of the Great East Japan Earthquake, a total of 
895,000 volunteers are reported to have provided their assistance 
in the disaster-affected areas as of the end of 2011. A year has 
passed since the earthquake, and reconstruction efforts have 
made gradual progress, but volunteer hands will still be needed 
in the months ahead. 

 

日本
に ほ ん

のいま 

～ ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

 ～ 

 

 1995年
ねん

1月
がつ

17日
にち

、マグニチュード
ま ぐ に ち ゅ ー ど

7.3、兵庫県
ひょうごけん

南部
な ん ぶ

や淡路
あ わ じ

島
しま

で

震度
し ん ど

7を記録
き ろ く

した大地震
おおじしん

が起
お

き、6,434人
にん

が死亡
し ぼ う

、約
やく

4万
まん

4千
せん

人
にん

が

負傷
ふしょう

しました。この阪神
はんしん

・淡路
あ わ じ

大震災
だいしんさい

の時
とき

、かつてないほど多
おお

く

のボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

が全国
ぜんこく

から駆
か

けつけました。その活躍
かつやく

はその後
ご

の災害
さいがい

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

の在
あ

り方
かた

を見
み

出
いだ

すきっかけにもなり、その

ようなことから1995年
ねん

は「ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

元年
がんねん

」と呼
よ

ばれ、1月
がつ

17

日
にち

は「防災
ぼうさい

とボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

の日
ひ

」に制定
せいてい

されています。 

 兵庫
ひょうご

県内
けんない

などでは毎年
まいとし

1月
がつ

17日
にち

に阪神
はんしん

・淡路
あ わ じ

大震災
だいしんさい

の追悼
ついとう

行事
ぎょうじ

が行
おこな

われますが、17回目
か い め

となった今年
こ と し

は、昨年
さくねん

2011年
ねん

に東日本
ひがしにほん

大震災
だいしんさい

があったことから、防災
ぼうさい

とボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

の重要性
じゅうようせい

につい

て更
さら

に想
おも

いを強
つよ

くする日
ひ

となりました。 

 東日本
ひがしにほん

大震災
だいしんさい

では昨年
さくねん

末
まつ

までに延
の

べ89万
まん

5千
せん

人
にん

のボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

が被災地
ひ さ い ち

で活動
かつどう

したそうです。地震
じ し ん

から1年
ねん

が経
た

ち、復興
ふっこう

への

取
とり

組
く

みは少
すこ

しずつ進
すす

んでいますが、これから先
さき

も多
おお

くの

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

の手
て

が必要
ひつよう

です。 

 

Weather in Japan 
～ “Haru-ichiban,” “Kan-no-modori,” and 

“Atsusa Samusa mo Higanmade” ～
 

○Haru-ichiban (first spring storm) 
Haru-ichiban is the first warm, strong southerly wind 

of the year that blows during the seasonal transition 
from winter to spring, usually sometime between the 
“first day of spring,” which occurs in February according 
to the calendar, and Spring Equinox Day in March. From 
the sound of the word, you might imagine a gentle wind 
that hints of the arrival of spring. However, on the 
contrary, haru-ichiban requires precaution, as it brings 
strong southerly winds and high temperatures that 
could cause snow melts and avalanches, as well as heavy 
rainfall as a result of an inflow of warm air. 
○Kan-no-modori (return of the cold) 

As the term literally implies, kan-no-modori is the 
coldness that returns just when temperatures begin to 
rise in early spring, caused by a cold wave or moving 
high-pressure front from the continent. The returning 
cold sometimes brings snowfall not only to the 
mountains but also to the plains, and is also called 
“soshun kanpa” (early spring cold wave).  
○Atsusa samusa mo higanmade (heat and cold lasts 

only until the equinox) 
This is a saying that means winter coldness will ease 

up by the Spring Equinox, and summer heat will ease up 
by the Autumn Equinox, to bring comfortable weather in 
the subsequent weeks. It is also used as a proverb 
meaning all hardships and difficulties will pass with 
time, and you will be freed of them if you hold out 
without giving up.  
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きしょう

 

～ 『春一番
はるいちばん

』『寒
かん

の戻
もど

り』『暑
あつ

さ寒
さむ

さも彼岸
ひ が ん

まで』 ～

 

○春一番
はるいちばん

 

 例年
れいねん

2月
がつ

の立春
りっしゅん

から3月
がつ

の春分
しゅんぶん

の間
あいだ

、冬
ふゆ

から春
はる

へ移
うつ

り変
か

わる

時季
じ き

に、初
はじ

めて吹
ふ

く 暖
あたたか

かく強
つよ

い南
みなみ

寄
よ

りの風
かぜ

を「春一番
はるいちばん

」と呼
よ

びます。その言葉
こ と ば

の響
ひび

きからは春
はる

の 訪
おとず

れを告
つ

げる優
やさ

しい

イメージ
い め ー じ

がありますが、強
つよ

い南風
みなみかぜ

や気温
き お ん

上 昇
じょうしょう

による融雪
ゆうせつ

・な

だれ、暖気
だ ん き

の 流 入
りゅうにゅう

による大雨
おおあめ

をもたらすことも多
おお

いので注意
ちゅうい

が必要
ひつよう

です。 

○寒
かん

の戻
もど

り 

 気温
き お ん

が上
あ

がりはじめた春先
はるさき

に、大陸
たいりく

からの寒波
か ん ぱ

や移動性
いどうせい

高気圧
こうきあつ

による冷
ひえ

込
こ

みなどによって、再
ふたた

び寒
さむ

くなることを「寒
かん

の

戻
もど

り」といいます。山
さん

間部
か ん ぶ

だけでなく平野部
へ い や ぶ

でも雪
ゆき

が降
ふ

ること

があり、別名
べつめい

「早春
そうしゅん

寒波
か ん ぱ

」とも言
い

われます。 

○暑
あつ

さ寒
さむ

さも彼岸
ひ が ん

まで 

 「冬
ふゆ

の寒
さむ

さは春
はる

の彼岸
ひ が ん

まで、夏
なつ

の暑
あつ

さは秋
あき

の彼岸
ひ が ん

までには和
やわ

ら

ぎ、しのぎやすくなる」という意味
い み

の慣用句
かんようく

ですが「どんなに辛
つら

いことや大変
たいへん

なことも、ある時期
じ き

を過
す

ぎれば去
さ

っていく。それ

まであきらめずに耐
た

えれば、解決
かいけつ

する」という意味
い み

の 諺
ことわざ

とし

て用
もち

いられることもあります。 

 




